
最近では「動物たちの反乱」といわれるほどイノシシやシカが農作物を荒らしたり、

都市に出没するなど野生動物による被害が深刻化し神戸市でも身近に迫ってきています。

今、野生動物たちの暮らしにいったい何が起こっているのでしょうか。

野生動物と人との関係について、過去を紐解き今を見つめ、

これからどうしていけばよいか考えてみましょう。

今、昔、　　 未来そして

里山　人　野生動物　関係、の と の

横山　真弓

６ ４月 日 土日時

場所 あいな里山公園　里山交流館内

11：00 ～ 12：00

講師

６ ５月 日 日日時 ①11：00 ～　②13：30 ～

こども向けワークショップ

 「あいなの森のどうぶつたち」

場所 あいな里山公園 里山交流館内

あいなの森には、さまざまな野生どうぶつ

たちがすんでいます。そんなかれらのことを、

クイズをまじえて、パネルシアターで紹介し

ます。また、本物の毛皮にふれたり、

スタンプカードを作ったりも

してみましょう。

コーディネーター（一社）里山いきもの研究所

プロフィール

東京農工大学農学研究科修士課程を修了。獣医学博士。2001 年 4 月より兵庫県立人と自然の博物館の 研究員を務め、

2003 年 4 月より兵庫県農林水産部森林動物共生室のワイルドライフマネジメント研究 担当を兼務し、行政組織と連

携した野生動物保護管理の研究を行ってきた。専門は野生動物保護管理学、栄養生理学。主にニホンジカやツキノワグ

マなど人との軋轢が問題となっている種を対象に、地域個体群の動態、個体群の健全性の保全に取り組んでいる。

国営明石海峡公園神戸地区　あいな里山公園

オープニングフェスタ記念講演会

兵庫県立大学教授 /
兵庫県森林動物研究センター研究部長　

関連プログラム


